
（排水熱交換ユニット入口に接続）
（排水熱交換ユニット出口に接続）

含まれません。

※ヒートポンプユニットと排水熱交換ユニットは、分割設置可能です。

分割設置可

流入管（透析排水）
放流管（排水処理装置へ）
吸込管（排水熱交換ユニットへ）
返送管（排水熱交換ユニットより）

ゼネラルヒートポンプ工業は、
持続可能な開発目標(SDGs)に
向けて取り組んでいます

透析熱回収ヒートポンプシステム

ZQDシリーズ
特許取得済
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製品・ビジネスモデル部門
主催：一般財団法人省エネルギーセンター
省エネルギーセンター会長賞 受賞

平成29年度

 省エネ大賞受賞

捨てていた熱を、クリニックの力に。
透析排熱を再活用。省エネとコスト削減を両立。

平成29年度省エネ大賞（製品・ビジネスモデル部門） 
省エネルギーセンター会長賞を受賞

令和3年度第20回中部科学技術センター顕彰振興賞を受賞

令和5年度文部科学大臣表彰（科学技術賞） 『透析熱回収ヒート
ポンプシステムの開発』にて 弊社代表取締役  柴 芳郎 と
(株）ウォーターテクノカサイ代表取締役 笠井 庸三氏が共同受賞

「第10回ものづくり日本大賞　中部経済産業局長賞」
（製品・技術開発部門）を受賞

【参考図面：ZQD-2000N(屋内仕様)】

ZQD-2000N（屋内仕様）ZQD-2000S（屋外仕様）

W3,450 ㎜ ※架台は除く
※架台は除く

16.5kW
16.5kW

性能

塗装色 マンセル記号　5Y7/1半艶

加熱 69.0kW

125AF/100AT
入出口 HIVP 40 JIS 10Kフランジ止め
入出口 HIVP 40 JIS 10Kフランジ止め



RO濃縮水

● 1 ●2 ●3 ●4

［熱交換器］
①透析排水熱を不凍液に移動

蓄熱タンク蓄熱タンク

②不凍液の熱を冷媒へ移動
③圧縮機により増幅した冷媒の熱を循環水（清水）へ移動
④循環水（清水）の熱を原水へ移動
※透析排水と原水の間には熱交換器が４台あるので
混ざる心配がありません。

熱交換器のみで熱回収を行った場合、熱源以上の熱は得られず、原水供給流量が多ければ多いほど熱交換する時間が
短くなり原水温度の上昇が低減されます。ヒートポンプは、エアコンと同様の原理で、冷媒ガスを圧縮し熱を移動することで
電気ヒーターの約4倍以上の熱エネルギーが得られます。

透析治療は、RO装置や透析装置のヒーターで原水を約36℃に加温するため、かなり多くのエネルギーを必要とします。
本システムは、その透析排液やRO濃縮水の熱を利用するため、透析治療時間とシステム稼働時間の相性が良く、天候や時間帯等の
影響を受けにくいシステムとなっています。

コスト削減
近年の電気代の大幅値上げに対し、電気ヒーターの稼働率を低減

安全性
透析排水と原水の間に何層もの安全対策が施され、コンタミフリー

ZQD-2000シリーズ
蓄熱タンク内蔵により稼働率UP

SDGsの取り組み
CO₂削減による環境負荷低減に貢献・医療における『SDGsの実践』

BCP対策
災害時などの発電装置の負荷軽減により燃料使用量を削減

運用データをクラウドにアップロード

某病院事例

透析治療で使用された透析排液やRO濃縮水は通常、排水されていますが、実は貴重な
熱源になります。 
本システムは、透析排液やRO濃縮水を熱源とし、水冷式ヒートポンプとインバータ技術
を駆使してRO原水を加温することにより、従来設備（電気ヒーター等）の稼働率を削減し
大きな節電効果・CO₂削減を実現しています。

ただいまの運転状況今日の電力削減状況

加熱能力 72.2ｋW

消費電力 18.0ｋW

COP 4.4

SCOP 4.0

削減した
電気料金 8,319 円
消費電力量
削減率 80.3 ％

従来方式
電力量 345.3ｋWｈ

kg-CO₂CO₂排出
削減量 126

ｋWｈ消費電力量 68.0

今月の電力削減状況 先月の電力削減状況

削減した電気料金 141,342 円
kg-CO₂CO₂排出削減量 2,134

削減した電気料金 652,313 円
kg-CO₂CO₂排出削減量 9,850

ZQクラウド ※2  ヒートポンプ稼働分と従来の加温方式の比率
※1

システムイメージ

※２０２４年５月７日現在 ※電気料金平均単価 : 30円/kwh

※2


